
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４０１ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報１ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校情報ⅠPython （実教出版） 

副教材等 ベストフィット情報Ⅰ （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、アルゴリズムやネットワークについて学び、日常使っている機器（情報

端末機器）に対して、理解を深め、正しい使い方を身につける。 

・フローチャートを理解しプログラムの手順を考える。 

Ｗｏｒｄ、Excel、PowerPointなどのソフトを使えることにより実社会に役立つ人材を養う。 

２ 学習の到達目標 

・コンピュータを使った文書作成や表計算、パワーポイントを習得する。またフローチャートを理解すること

によりアルゴリズムを理解しプログラミングの要素を習得する。現代社会の情報機器に関する問題点など

を把握し理解する。（知識・技能） 

・コンピュータ内の仕組みを理解し、２進数で情報量の理解をする。パワーポイントの作成により各自のプ

レゼンテーションを実施し相互評価をする。（思考・判断・表現） 

・テーマに基づいたデータ処理を行うことによりコンピュータを身近に利用できるようにする。（主体的に学

習に取り組む態度）・ 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

Ｅｘｃｅｌを使った統計処理やシ

ミュレーションができるように

する。また、簡単なＷｏｒｄの利

用やパワーポイントを使いプ

レゼンテーション毛できるよう

にする。探索・整列のプログラ

ム（アルゴリズム）などの学習

を通して，問題解決にプログ

ラミングを活用できるようにす

る。現代社会における情報機

器の利用方法について考え

る。 

Ｅｘｃｅｌの関数等をどのように利

用すればデータ処理ができる

のか。WordやPowerPointで

自分の考えを表現できるか。コ

ンピュータ内の考え方として 2

進数・10進数・16進数を用い

て情報量を適切に表現できる

か。 

情報化社会の中で問題点を理

解できるか。 

実際にパソコンを利用しデータ

処理等ができるか。・授業に興

味を持って参加しようとしてい

るか。パワーポイントを作成する

ことにより、プレゼンテーション

において自分の考えを表現す

ることができるか。他の人の話

を聞き評価できるか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

２
学
期 

 

３
学
期 

情
報
社
会 

・オリエンテーション 

・Word入力 

・問題解決の考え方 

・法規による安全対策 

・個人情報とその扱い 

・著作物の利用，著作

権の侵害について学

ぶ。 

a:情報化社会の中で問題点を理

解する。 

b:身近に起こる事象として考えま

とめる 

c:実際の体験や問題点を検証す

る。 

Word入

力 

 

 

 

 

 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ

提出 

 

調べ学

習 

 

 

 

観察 

観察 

 

デ
ジ
タ
ル 

・コンピュータ内部の動作

について学ぶ。 

・情報量・ビット・バイトに

ついて学ぶ。 

・数値の表現について学

ぶ。 

・２進数で表された数値の

計算について学ぶ。 

a:情報機器の単位とその意味を

理解する。 

b: CPUの動作と演算の仕組みに

ついて理解している。 

c: ２進数の簡単な加算と減算に

ついて理解している。 

 

 ﾚﾎﾟｰﾄ

提出 

調べ学

習 

観察 

 

 

 

テスト 

テスト 

２
学
期 

 

問
題
解
決 

・表計算ソフトウェアの関

数の利用について学ぶ。 

a:表計算ソフトウェアの関数を理

解している 

b:表計算ソフトの関数を使って目

的の量を計算することができる。 

c:表計算ソフトを使ってデータ処

理が行える。 

Excel操作

と理解 

Excel

の利用 

実習課題

テスト 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

ル ゴ リ ズ ム と プ ロ グ ラ ミ ン グ ・フローチャートの理解 

・プログラミングの基本、配

列、関数等について学ぶ 

a:フローチャートの理解 

b:順次、選択、反復構造が理解で

きている。 

c:プログラミング処理ができる 

ﾌﾛｰﾁｬｰﾄの

作成 

 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の作成 

 

実習課題 

 

 

テスト 

３
学
期 

 

情
報
デ
ザ
イ
ン 

・情報デザインの意味につ

いて学ぶ。 

・視覚的な表現の工夫に

ついて学ぶ。 

・プレゼンテーションの企

画について学ぶ。 

・プレゼンテーションの評

価について学ぶ。 

a:情報デザインの意味について理

解している。 

b:分かりやすいスライドを作成する

ことができる。 

c:プレゼンを行い自己評価や相互

評価をする 

 

PowerPoi

ntの操作 

 

 

 

 

 

 

Power

Point

の作成 

発表 

実習課題 

 

 

相互評価

シートの

記入作成 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


